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　「
池
川
神
楽
」
は
四
百
年
の
伝
統
あ
る
神
楽
で
、

も
と
も
と
は
、
出
雲
の
国
（
現
在
の
島
根
県
）
で
行

わ
れ
て
い
た
神
楽
が
こ
ち
ら
に
伝
わ
っ
て
き
た
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
雅
楽
の
か
ぶ
り
物
で
あ
る
と

り
か
ぶ
と
を
着
用
す
る
な
ど
、
衣
装
が
大
変
綺
麗

で
、
土
佐
の
神
楽
と
し
て
は
、
優
雅
な
趣
が
あ
る
の

が
特
徴
で
す
。

　披
露
し
た
演
目
の
ひ
と
つ
「
児
勤
の
舞
」
は
、

「
ま
ん
ご
じ
い
」
と
も
言
わ
れ
、
児
勤
大
王
の
面
を

付
け
た
一
人
舞
で
す
。
土
佐
の
神
楽
で
は
お
じ
い
さ

ん
が
出
て
く
る
舞
は
珍
し
く
、
あ
ま
り
見
る
こ
と

の
な
い
大
変
貴
重
な
舞
で
す
。

池
川
神
楽

　「
名
野
川
磐
門
神
楽
」
は
、
四
百
年
の
伝
統
あ
る

神
楽
で
、
そ
の
特
徴
は
、
舞
ご
と
に
お
囃
子
の
リ
ズ

ム
に
少
し
ず
つ
変
化
を
付
け
る
の
が
特
徴
で
す
。

ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
リ
ズ
ム
の
お
囃
子
が
神
楽
を
盛

り
上
げ
ま
す
。

　当
日
は
、
十
六
あ
る
演
目
の
中
よ
り
「
神
迎
之

舞
」
「
弓
之
舞
」
「
磐
門
之
舞
」
の
三
目
を
披
露
し

ま
し
た
。

　そ
の
演
目
の
ひ
と
つ
「
弓
之
舞
」
は
、
神
々
の
宴

会
の
幕
間
に
、
弓
の
名
手
が
行
っ
た
舞
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

名
野
川
磐
門
神
楽

　「
安
居
神
楽
」
は
二
百
年
以
上
の
伝
統
が
あ
る

神
楽
で
、
実
際
に
は
十
五
あ
る
演
目
を
四
時
間
ほ

ど
か
け
て
舞
い
ま
す
。

　こ
の
日
は
、
「
順
の
舞
」
「
猿
田
彦
の
舞
」
「
二

天
の
舞
」
の
三
目
を
披
露
し
ま
し
た
。

　他
の
神
楽
も
同
様
で
す
が
、
そ
の
特
徴
と
し

て
、
神
楽
の
始
ま
っ
た
頃
か
ら
今
に
至
る
ま
で
、
脚

色
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
、
純
粋
で
素
朴
な
神
楽

で
あ
る
こ
と
が
、
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

  

神
楽
歌
が
響
き
、
人
の
子
ら
が
神
の
前
で
遊
び
興

じ
、
神
を
喜
ば
せ
る
と
い
う
神
楽
の
真
髄
が
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

安
居
神
楽

「
弓
之
舞
」

が

　が
く

　五
月
十
八
日
、
大
渡
ダ
ム
公
園
古
民
家
で
、
町

教
育
委
員
会
主
催
の
「
地
域
の
宝
／
仁
淀
川
町
の

神
楽
・
伝
統
文
化
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
に
は
約
二
百

五
十
人
も
の
見
物
客
が
訪
れ
、
古
民
家
の
前
に
設

け
ら
れ
た
舞
台
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
神
楽
と
太
鼓

踊
り
の
競
演
を
堪
能
し
ま
し
た
。

  

い
ず
れ
も
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
る
三
神
楽
。
平
成
二
十
年
に
始
ま
り
今

年
で
六
回
目
を
迎
え
、
恒
例
の
文
化
行
事
と
し
て

地
域
に
定
着
し
て
い
ま
す
。

　い
よ
い
よ
本
番
、
都
の
太
鼓
踊
り
の
優
美
な
踊

り
で
幕
を
開
け
、
椿
山
太
鼓
踊
り
で
は
、
両
手
の

撥
を
打
ち
振
り
上
げ
る
度
に
撥
の
真
白
い
カ
ナ
バ

の
房
が
、
ま
る
で
花
咲
く
如
く
大
き
く
ふ
く
ら

み
、
見
る
も
の
を
幽
玄
の
世
界
へ
と
引
き
込
ん
で

い
き
ま
す
。

  

そ
し
て
池
川
神
楽
、
名
野
川
磐
門
神
楽
、
安
居

神
楽
の
順
に
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
新
緑
に
囲
ま
れ

た
舞
台
で
は
、
静
寂
の
中
、
古
式
ゆ
か
し
い
三
神

楽
が
織
り
な
す
幻
想
的
な
世
界
が
観
客
を
最
後
ま

で
魅
了
し
ま
し
た
。

  

町
内
各
地
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能
。
そ
れ
は
地
域

の
人
と
人
と
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
と
し
て
、
受
け
継

が
れ
、
今
も
息
づ
い
て
い
ま
す
。

　寿
永
の
昔
、
屋
島
の
戦
い
に
敗
れ
た

平
家
の
一
門
が
こ
の
地
（
旧
仁
淀
村

都
）
に
落
ち
延
び
て
き
て
太
鼓
踊
り
を

伝
え
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
旧
暦
の
八

月
二
十
二
日
に
安
徳
天
皇
を
祭
る
御
陵

の
前
で
奉
納
さ
れ
ま
す
。

  

男
性
は
菅
笠
で
右
手
に
撥
、
左
手
に

太
鼓
、
女
性
は
両
手
に
家
紋
入
り
の
扇

子
を
持
っ
て
輪
に
な
っ
て
踊
り
ま
す
。

太
鼓
の
響
き
と
歌
に
合
わ
せ
て
、
扇
子

が
ひ
ら
ひ
ら
と
、
平
家
の
公
達
と
姫
の

舞
う
姿
に
も
似
て
、
と
て
も
風
流
な
光

景
で
す
。

　平
家
落
人
伝
説
の
里
、
椿
山
に
は

「
将
軍
地
蔵
」
を
本
尊
と
す
る
氏
仏
堂

が
集
落
の
中
心
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　太
鼓
踊
り
は
こ
の
氏
仏
堂
で
安
徳
幼

帝
の
子
守
唄
と
し
て
、
ま
た
平
家
の
武

将
や
公
達
を
慰
め
る
踊
り
と
し
て
古
く

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
伝
統
芸
能
で

す
。
浴
衣
に
編
み
笠
、
腹
に
大
き
な
締

太
鼓
を
の
せ
た
踊
り
子
た
ち
が
篝
火
を

囲
ん
で
ゆ
っ
く
り
と
舞
い
踊
り
ま
す
。

　全
曲
で
二
十
一
曲
あ
る
、
こ
の
貴
重

な
文
化
遺
産
を
後
世
に
伝
え
よ
う
と
昭

和
四
十
三
年
に
椿
山
太
鼓
踊
り
保
存
会

を
結
成
し
、
平
成
十
五
年
か
ら
は
地
元

青
年
団
も
加
入
し
現
在
、
年
五
回
の
奉

納
を
行
っ
て
い
ま
す
。

人
を
つ
な
ぐ 

地
域
を
結
ぶ
　

　
　
　
仁
淀
川
町
の
伝
統
芸
能

古式ゆかしい三神楽そろい踏み
地域の宝／仁淀川町の神楽・伝統文化

山里に息づく伝統文化

～太 鼓 踊りと神 楽の競 演  ～

都
の
太
鼓
踊
り

椿
山
太
鼓
踊
り

じ
ゅ
え
い

す
げ
が
さ

ば
ち

ば
ち

ば
ち

き
ん
だ
ち

き
ん
だ
ち

か
が
り
び

「和卓の舞」

「神迎之舞」

「順の舞」

「児勤の舞」

「二天の舞」



災害協定

《5》 広報によど川 6月号 広報によど川 6月号 《4》

長年の功績をたたえて
　  本町関係者に消防庁長官表彰、日本消防協会会長表彰、知事表彰

人権擁護活動に尽力
　　坂本直子さんに感謝状　植田和生さんに連合会長表彰

新茶の香り漂う製茶工場で
　　　　　　　池川小3、4年生が体験学習！
～ 先人たちが築き上げてきたお茶の伝統、文化、産業に触れる ～

災害協定　～大規模災害への備えを強化～

４月３０日　池川小３、４年生の児童１２人が総合的な学

習の時間を使って、農事組合法人池川茶業組合（竹村雄幸

組合長）の製茶工場で体験学習を行いました。

　児童たちは、荒茶の製造工程に沿って機械の仕組みなど

の説明を受けながら、次々と変わっていくお茶の様子を実

際に手で触って観察し、発見したことなどを一生懸命ノー

トに書きとめていました。

　参加した児童からは、「だんだん水分がなくなっていき

よる」「葉っぱの形をしていたのがだんだんお茶っぱらし

くなっていく」「お茶のにおいがしてきた」など、ほほえ

ましい感想がいろいろなところで出ていました。

　見学を終え、香り豊かな新茶の味を堪能した後、質問時間が設けられ

ると、子どもたちは「この仕事をはじめたきっかけは何ですか」「この

仕事をしていてどんな時が

楽しいですか」など、目を

輝かせながら真剣な表情で

質問していました。

　竹村組合長は、「この体

験を通して伝統産業である

お茶の生産について知識を

深めてもらいたい。この味

をしっかり覚えて、どこに

行ってもこのお茶を飲んだ

時にふるさとを思い出して

ほしい」と、お茶への思いを話してくれました。

４月２４日　高知市で高知県消防大会が開催され、本町か

らは消防団長、副団長らが出席しました。

　大会では、消防防災に功労のあった消防機関および消防

関係者が県知事から表彰されたほか、昨年度の叙勲の披露

や消防庁長官表彰、日本消防協会会長表彰の披露がありま

した。

　本町の主な被表彰者は次の方々です。

４月２２日　すこやかセンター伊野で人権擁護委員連

絡協議会総会が開催され、感謝状並びに連合会長表彰

の伝達式が行われました。

　式では、坂本直子さん（織合）に法務省人権擁護局

長感謝状が贈呈され、また植田和生さん（東村下）に

高知県人権擁護委員連合会長表彰が授与されました。

　坂本さんは９年間、植田さんは３年間にわたり人権

擁護委員※として、人権にかかわる相談業務や人権学

習などに積極的に取り組んでこられました。その長年

の功績が評価され、表彰されたものです。

５月１日　本町は四国電力株式会社中村支店と「災害時の

協力に関する協定」を結び、仁淀川町役場で締結式が行わ

れました。

　この協定は、災害が発生した場合、広域停電や停電の復

旧見込みに関する情報、災害情報などを町に提供すること

や、災害により大規模な停電が発生した場合、医療機関や

避難所、公共施設の電気設備応急復旧に関し、可能な限り

優先して協力するものです。

　大規模な自然災害が発生した場合、この協定は住民の安

心・安全を考えるうえでも非常に大きな備えとなりました。

消防庁長官表彰（永年勤続功労章）

　　堀本修正・池川分団分団長　勤続 ３３年

日本消防協会会長表彰

　（竿頭綬）仁淀川町消防団

　（功績章）消防団　団　長　合田幸市郎 勤続 ４２年

　（精績章）消防団　副団長　片岡　憲夫 勤続 ３０年

高知県知事表彰（内助功労者）

  藤原　好江

　（藤原　有二・大崎分団部長夫人　有二氏勤続 ３１年）

  西森ひとみ

　（西森　愛明・用居分団団員夫人　愛明氏勤続 ３１年）

  植木　理江

　（植木　明彦・池川分団団員夫人　明彦氏勤続 ３１年）

藤
原
ご
夫
妻

西
森
ご
夫
妻

植
木
ご
夫
妻

高知県消防大会

質問の時間には、次から次へ質問が飛び出し、
竹村組合長を困らせる一面も

製造中の茶葉を手に取り、匂ったり食べたりと
それぞれ新茶を味わいました

協定を締結した大石町長（左）と長滝支店長

そ
れ
ぞ
れ
の
行
程
の
茶
葉
が
並
べ
ら
れ
、
茶
葉
の

変
化
に
み
ん
な
興
味
津
々
で
す

※「人権擁護委員」は、法務大臣からの委嘱業務であり、日常の生活の中で人権尊重思想の普及高揚を図ることを目的に
　人権擁護委員法に定められた厳格な委員です

連
合
会
長
表
彰
を
受
け
た
植
田
和
生
さ
ん

感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
坂
本
直
子
さ
ん
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お茶比べ会のご案内 カ
ツ
オ
人
間
が
仁
淀
川
町
へ
や
っ
て
来
た
！

カ
ツ
オ
人
間
が
仁
淀
川
町
へ
や
っ
て
来
た
！

カ
ツ
オ
人
間
が
仁
淀
川
町
へ
や
っ
て
来
た
！

　押岡德子さん（田村）が知人か

らもらったシイタケの入ったダン

ボールの中から見つかった特大の

シイタケ。

　かさが広がった大きいシイタケ

を見たことはありますが、こんな

に大きいシイタケは初めて見まし

た。

　このお茶比べ会は、各家庭で

作ったそれぞれのお茶を持ち寄

り、みんなで試飲し、町内の交流

を図ることを目的に開催します。

　仁淀川流域交流会議および仁淀川漁協では、親子連れを対象にバスツアーを計画しました。

　日程など詳しくは次のとおりです。皆さまの参加をお待ちしております。

４
月
27
日

　昨
年
七
月
に
「
ま
る
ご
と
高

知
」
の
Ｐ
Ｒ
大
使
に
起
用
さ
れ
、
魚
の
頭
に

人
間
の
胴
体
と
い
う
そ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
風
貌

で
話
題
と
な
っ
た
「
カ
ツ
オ
人
間
」
が
撮
影

の
た
め
、
仁
淀
川
町
へ
や
っ
て
来
ま
し
た
。

　町
内
で
は
、
４
３
９
交
流
館
で
町
特
産
品

の
い
り
も
ち
作
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
完
成
し

た
特
大
の
い
り
も
ち
を
味
わ
っ
た
後
、
子
ど

も
た
ち
と
記
念
撮
影
す
る
な
ど
仁
淀
川
町
を

満
喫
し
た
様
子
で
し
た
。

特大いりもちにかじりつくカツオ人間と「ふれあい公園」で記念撮影

特大いりもちに挑戦！

でっかい！分厚い！

シイタケ？
味
は
普
通
の
シ
イ
タ
ケ
と
同
じ
で
し
た
。

お
い
し
か
っ
た
で
す

◆日　時　6月8日（土）13：00～15：00

◆会　場　しもなの郷（仁淀川町下名野川）

◆参加費　無料

◆持ってくるもの　作ったお茶100ｇ

◆問い合わせ　仁淀川じねんの会（担当　川村）

　　　　　　　☎０８０－６３８０－０５５８

　一番おいしかったお茶を作った方には、お茶

に合う東京のおいしいお菓子をプレゼント！

だんだんの里で「花しょうぶまつり」
　今年もだんだんくらぶ主催の「第８回花しょ

うぶまつり」を開催します。色鮮やかに咲き誇

る花しょうぶを見に出掛けてみませんか。

　期間中は地場産品の販売も行いますので、皆

さまお誘い合わせの上ご来場ください。

◆日時　６月9日(日)～16日(日)

　10時～14時　※９日は15時まで

◆場所　仁淀川町長者（棚田周辺）

★９日の行事：仁淀和太鼓「一圓想」の演奏

　　　　　　　ちびっ子腕ずもう大会など

◆問い合わせ　

　だんだんくらぶ　☎３２－２０２８

６／９～

しもなの郷「山のなんでも市」

仁淀川親子ふれあいバスツアー参加者募集！！

　山村自然楽校「しもなの郷」では、山にある

物、とれた物、作った物などを販売する「山のな

んでも市」を今年も開催します。

　山野草、盆栽、花、苗木、農産物、木工品、竹

製品、ビーズ、古道具、骨董品などのほか、引き

出物やお返し物など未使用品も出品しますので、

山村ならではの市場にぜひお越しください。

　おいしい田舎料理もご用意して待っています。

◆日時　６月16日（日）９時～１５時

◆場所　山村自然楽校「しもなの郷」　　　　

★出品者も募集しています！！
　■町内の方ならどなたでも出品できます

　　※ただし登録が必要ですので、前日までに

　　　電話でお申し込みください。

　■出品物の搬入　当日午前６時から

　■販売手数料　売上金の20％

◆申し込み・問い合わせ

　仁淀川町下名野川６１９番地　

　山村自然楽校「しもなの郷」

　☎３６－０００５（ＦＡＸ兼用）　　　

　ホームページ

　http://www14.plala.or.jp/shimona23/index.html

６／１６

◆日時　７月７日（日）午前７時～　小雨決行

※ただし、悪天候の場合は延期(予備日７月14日(日))

◆集合場所　仁淀川漁協（いの町４０５５番地５）

◆参加対象　親子連れ(小学生)　※先着１２０人

◆参 加 費　保護者のみ ５００円　

◆昼　　食　弁当は各人で持参してください。

　　　　　　参加者全員に鮎の塩焼き（漁協提供）

★コース予定

・仁淀川の見学・アユの放流体験

・釣り堀(アマゴ)体験・アマゴつかみ取り(持ち帰り)

・横倉山自然の森博物館見学

◆申し込み・問い合わせ

　仁淀川漁協　〒７８１－２１１０

　吾川郡いの町４０５５番地５

　☎０８８－８９３－２３００

　　０８８－８９３－２３３８

　仁淀川町役場企画課　〒７８１－１５９２

　吾川郡仁淀川町大崎１２４番地

　☎３５－１０８２　　３５－０５７１

※名前（保護者および子ども）・年齢・住所・電話

番号（昼間、連絡が取れる番号）をご記入の上、

ハガキまたはFAXにてお申し込みください

イベント情報
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「平成２５年度仁淀川流域交流会議流域活性化補助金」のお知らせ

　食
は
、
生
き
る
力
を
身
に
付
け
、

豊
か
な
人
間
性
を
育
ん
で
い
く
基

本
と
な
る
も
の
で
す
。
国
や
県
・

市
町
村
で
は
、
健
全
な
食
生
活
を

実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
食
育
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　食
育
に
よ
り
、
「
食
」
に
関
す

る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力

を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実

践
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
間
を
育

て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　県
で
は
、
毎
月
十
九
日
を
「
家

族
そ
ろ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
の

日
」
と
設
定
し
、
で
き
る
限
り
地

域
の
食
材
を
使
い
、
家
族
全
員
で

調
理
し
、
家
族
そ
ろ
っ
て
ゆ
っ
く

り
食
事
を
い
た
だ
き
、
食
育
に
つ

い
て
考
え
実
践
す
る
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

（
中
央
西
地
区
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
・
中
央
西
福
祉
保
健
所
）

　仁淀川流域の保全と流域圏の活性化を図ることを目的としている仁淀川流域交流会議では、仁淀川流

域の地場産業育成・観光振興・清流保全を推進し、個性的で魅力あふれる仁淀川の地域づくりを推進す

るための事業を実施する団体等に補助金を交付します。

補助対象事業

　①仁淀川流域の観光振興を図るためのイベント、アピール活動

　②仁淀川流域の伝統文化を守り、更に発展させるための取り組み

　③仁淀川の清流保全を推進するための美化・啓発活動

次のいずれかに該当するものは、対象事業となりません

　①団体の経常的な運営に属すると認められる事業

　②その内容が、主として視察または研修を目的としている事業

　③その効果が専ら個人または当該団体に帰属し、公益性を欠くと判断される事業

　④その要する経費が主として人件費、食糧費、旅費または備品購入費であるもの

　⑤他の団体への財政支援を目的とした事業

補助対象団体

　国、県または政治活動、宗教活動もしくは営利活動を行うことを目的とする団体以外の団体とし、

法人格を有しない団体にあっては、次に掲げる要件を具備する団体とする。

　①定款または寄付行為に相当する規約等があること

　②団体の年間事業計画および収支予算が定められていること

　③団体として事業の実施についての決定手続きが明確になっていること

補助率等　補助率は補助対象経費の２分の１以内とし、５０万円を限度額とする。

受付期限　６月２８日（金）

補助金の申請および提出先

　仁淀川流域交流会議仁淀川町担当（企画課）に備え付けてある所定の様式に関係書類を添えて

仁淀川流域交流会議まで申請してください。

問い合わせ　〒７８１－１５９２　仁淀川町大崎１２４番地

　　　　　　仁淀川町役場企画課　☎３５－１０８２　　３５－０５７１

イベント

【 食育の日 】
教｜育｜研｜究｜所｜便｜り｜

　今年度から、毎月１９日を食育の日と定め、給食の時間に各校を回って

食育指導をする取り組みが行われます。この取り組みは、キャリア教育推

進事業の１つで、学校全体で食についての意識を高めることなどを狙いと

し、地元企業と共同で地元食材を使った給食メニューを考案したり、農家

と連携し給食に適した野菜の提案をしたりするものです。

　その第１回目が４月１９日（金）に大崎小学校のランチルームで行われ

ました。１・２年生９人が集まって給食の配膳をしたあと、この日の献立

を立ててくださったフードプランの山本祥子さんから、献立や食材につい

てのお話を聞きました。地元食材を生かした献立は「麦ご飯、ひじきハン

バーグ、イタドリの炒め煮、ピーナッツ和え、いちご、牛

乳」でした。

  イタドリが使われていた

ので、山菜の名前や栄養な

どについて聞きました。紙

芝居や実物を見ながらの説

明でしたので、低学年の子

どもたちも興味を持って聞

くことができました。

　また、食材を用意してく

ださった町内の方のお名前なども聞き、食材について一層身近に感じ、残

さず食べようという思いを持つことができたようです。児童たちは、家族

がイタドリの皮をむくことなどを話したりしながら、楽しくおいしそうに

食べていました。

ご
寄
付
の
お
礼

◇
一
般
寄
付
金

　山
尾
美
佐
子
様（
竹
ノ
谷
）

◇
広
報
寄
付
金

　加
納

　金
子
様（
摂
津
市
）

　井
上

　隆
雄
様（
田
原
本
町
）

　岡
田

　亀
治
様（
高
松
市
）

　西
森

　重
忠
様（
東
久
留
米
市
）

　中
越

　秀
徳
様（
吹
田
市
）

　伊
藤

　一
志
様（
堺
市
）

　
　

　ご
芳
志
を
あ
り
が
た
く
お
受

け
し
、
町
行
政
な
ら
び
に
広
報

発
行
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

仁
淀
川
町
役
場

本物のイタドリを手に取り、
説明する山本祥子さん

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
で
の
給
食
の
様
子

ボリューム満点！地元食材を生かした献立

ピーナッツ和え ひじき
ハンバーグ

イ
タ
ド
リ
の
炒
め
煮

毎
年
６
月
は

　「
食
育
月
間
」

毎
月
19
日
は

　「
食
育
の
日
」
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こんにちは！
保健師です
こんにちは！
保健師です

健
康
は 

食
か
ら

　歯
か
ら 

元
気
か
ら

　歯
周
病
と
は
、
歯

の
周
り
に
あ
る
歯
周

組
織
に
、
歯
周
病
菌

が
入
り
込
ん
で
感
染

し
、
歯
茎
が
腫
れ
た

り
、
出
血
し
た
り
、

さ
ら
に
悪
化
す
る

と
、
歯
を
支
え
て
い

る
組
織
が
破
壊
さ

れ
、
最
悪
の
場
合
は

歯
が
抜
け
落
ち
て
し

ま
う
病
気
で
す
。

　糖
尿
病
や
動
脈
硬

化
、
心
臓
血
管
疾

患
、
肺
炎
等
の
ほ

か
、
早
産
や
低
体
重

児
を
出
産
す
る
リ
ス

ク
が
高
く
な
る
な
ど

歯
周
病
は
全
身
に
影

響
す
る
病
気
で
す
！

喫
煙
し
て
い
る
人
は

　
　
　ぜ
ひ
禁
煙
を
！

　歯
周
病
は
、
た
ば
こ
病
の
一

つ
と
も
言
わ
れ
る
ほ
ど
、
喫
煙

の
影
響
を
大
き
く
受
け
ま
す
。

一
日
あ
た
り
の
喫
煙
本
数
が
多

い
人
ほ
ど
歯
周
病
に
な
り
や
す

く
、
受
動
喫
煙
（
た
ば
こ
を
吸

わ
な
い
人
が
、
い
ろ
い
ろ
な
場

所
で
、
自
分
の
意
志
と
は
関
係

な
く
た
ば
こ
の
煙
を
吸
わ
さ
れ

て
い
る
こ
と
）
も
影
響
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
ば
こ
の

煙
は
歯
ぐ
き
の
組
織
を
破
壊

し
、
血
流
を
妨
げ
、
免
疫
機
能

を
弱
め
ま
す
。

　
　
　

初
期
症
状
の
サ
イ
ン
を

　
　見
逃
さ
な
い
で
！

　歯
ぐ
き
の
出
血
・
腫
れ
・
口

臭
・
歯
が
長
く
な
っ
た
、
食
物

が
よ
く
挟
ま
る
等
が
あ
れ
ば
痛

み
が
な
く
て
も
歯
科
医
院
を
受

診
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　平成17年度に日本脳炎の予防接種後に重い病気

になった事例があったことをきっかけに、平成17

年度から平成21年度末まで、日本脳炎の予防接種

の積極的な勧奨の差し控えが行われていました。

　その後、新たなワクチンが開発され、現在は日本

脳炎予防接種を通常どおり受けられるようになって

います。

　平成17年度から21年度の差し控えにより日本脳

炎予防接種の機会を逃した方は、この機会に予防接

種を受けるようにしましょう。

■予防接種を受けるには

①母子健康手帳などで接種回数を確認の上、本庁保健福祉課または池川・

仁淀総合支所健康福祉課へ予診票を取りに来てください。

②接種料金は無料です。県内の予防接種委託医療機関に予約し、予診票と

母子健康手帳を持参してください。

※平成２５年度は、小学校１～４年生で１期未接種の方、１８歳で２期未

接種の方に対して、国の積極的勧奨に基づき個別に通知しています

※平成７年４月２日以前に生まれた方は、定期予防接種に該当しませんの

で、接種を希望される場合は有料となります

　歯の表面を覆っているエナメル質は、カルシウムが主成分で、歯の土台はタンパク質でできてい

ます。歯と歯ぐきのために、バランスの取れた食生活を送るとともに、意識して次のような栄養素

をとるように心がけてください。

　歯と口の健康は、高齢期をいきいきと過ごせるかどうかの大きなポイントとなります。80歳を

こえても20本以上の歯が残るように、正しい歯みがき、定期的な歯科検診、食生活の改善、スト

レス解消、禁煙などいつまでも健康で清潔な歯と口を保つように心がけてください。

～６月４日から１０日は歯と口の健康週間～
　　　　　　　　　 日本人の成人の約8割が、歯周病！

歯を強くする栄養素

カルシウム・・歯の形成に欠かせない主成分（牛乳　ヨーグルト　小魚　小松菜　等）

タンパク質・・歯の土台を形成する栄養素（魚　肉　豆腐　卵　等）

ビタミンＡ・・歯ぐきの粘膜を強くし、エナメル質形成をサポート（鶏・豚レバー　等）　

ビタミンＣ・・歯の象牙質の土台形成をサポート（ブロッコリー　キャベツ　レモン　イチゴ　等）

ビタミンＤ・・カルシウムの吸収率を高める（さけ　いわし　干ししいたけ　等）

歯っぴいスマイル歯っぴいスマイル
は

これからもピカピカの歯を守ってね！

釣井 美琴ちゃん
（下土居）

佃 澄寿ちゃん
（下川渡下）

中山 結衣ちゃん
（大崎）

小田 翔くん
（川口住宅）

黒川 由真ちゃん
（田村）

片岡 詩央里ちゃん
（二子野）

岡林 茉里ちゃん
(大崎）

岸本 楓生くん
（西条）

2月28日に行った3歳児健診で、
　　　　　　虫歯のなかった元気なお子さんを紹介します。

日本脳炎の予防接種を受けましょう

子育てに悩みや不安はありませんか？
よりよい環境で子育てができるように支援をします。
「まったりタイム」を一緒に過ごしましょう♪

■対象者

　平成７年４月２日～平成19年４月１日生まれ

で、１期・２期の予防接種が終了していない方

■接種期間

　対象者の方が20歳に到達する日の前日まで

■接種方法

　日本脳炎予防接種は、１期（初回接種２回と追

加接種１回の計３回）と２期（１回接種）で完了

します。（下図参照）

問い合わせ

　仁淀川町役場保健福祉課

　☎３５－０８８８

　池川総合支所健康福祉課

　☎３４－２１１２

　仁淀総合支所健康福祉課

　☎３２－１１３２

６月の予定行事
【１４日（金）】ベビー＆ママヨガ（13：30～15：00）
【２６日（水）】小児科医の相談会・講話（10：00～15：00）
【２８日（金）】ママとベビーのためのお話（13：30～15：00）
☆場所は子育て支援センターホール内です　

問い合わせ

　仁淀川町地域子育て支援センター

　（仁淀川町大崎200）

　☎・　３５－０４３３

小児科医の相談会の様子

仁淀川町
母子支援事業

　日本脳炎とは、日本脳炎ウイルスを持つ蚊から人に感染し、中枢神経系（脳・脊髄）の障害を起こす

病気です。

終了後おおむね１年後
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■■■お知らせコーナー■■■

　六
月
分
以
降
の
児
童
手
当
を

受
け
る
た
め
に
は
現
況
届
の
提

出
が
必
要
で
す
！

　現
況
届
は
、
毎
年
六
月
一
日

の
状
況
を
把
握
し
、
六
月
分
以

降
の
児
童
手
当
を
引
き
続
き
受

け
る
要
件
（
児
童
の
監
護
、
生

計
同
一
関
係
な
ど
）
を
満
た
し

て
い
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

　提
出
が
な
い
場
合
に
は
六
月

分
以
降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な

く
な
る
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

※
現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
に
は
、
六
月
に

送
付
す
る
支
払
通
知
書
と
一

緒
に
現
況
届
の
用
紙
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を

記
入
し
役
場
へ
六
月
三
十
日

ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
窓
口
の
受
付
は
、
六
月
二

十
八
日
ま
で
と
な
り
ま
す
）

問
い
合
わ
せ

〇
児
童
手
当
担
当

　仁
淀
川
町
役
場
町
民
課

　
　

　☎
３
５
・
１
０
８
８

　池
川
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　☎
３
４
・
２
１
１
２

　仁
淀
総
合
支
所
健
康
福
祉
課

　☎
３
２
・
１
１
３
２

　誘
わ
れ
て
も
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ

タ
イ
。
」
と
断
る
勇
気
を
持
と

う
。　高

知
県
で
は
毎
年
六
月
二
十

日
か
ら
一
カ
月
間
、
高
知
県

「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」
普
及

運
動
と
し
て
、
薬
物
乱
用
防
止

に
関
す
る
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　最
近
で
は
、
違
法
ド
ラ
ッ
グ

（
い
わ
ゆ
る
脱
法
ド
ラ
ッ
グ
）

に
よ
る
健
康
被
害
や
検
挙
事
例

も
多
く
発
生
し
て
い
ま
す
。
誘

わ
れ
て
も
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ

イ
。
」
と
断
る
勇
気
を
持
ち
ま

し
ょ
う
。

 

仁
淀
川
町
で
は
、
薬
物
乱
用

防
止
推
進
員
の
方
々
が
学
校
、

イ
ベ
ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
と
ら
え
て
啓
発
活
動
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
仁
淀
川
町
の

　薬
物
乱
用
防
止
推
進
員

　片
岡
百
合
子
（
名
野
川
）

　岡
本

　香
代
（
大
崎
）

　片
岡

　和
政
（
大
内
）

　植
田

　和
生
（
東
村
下
）

　大
野

　孝
美
（
五
味
谷
）

　井
上

　兼
春
（
桧
谷
）

　上
尾
勝
日
己
（
上
土
居
第
一
）

　氏
次

　司

　（
下
土
居
）

　　不
法
無
線
局
か
ら
出
さ
れ
る

電
波
は
、
携
帯
電
話
や
テ
レ

ビ
・
ラ
ジ
オ
に
障
害
を
与
え
る

な
ど
日
常
生
活
に
悪
影
響
を
及

ぼ
し
ま
す
。

　さ
ら
に
、
消
防
、
救
急
、
警

察
や
鉄
道
、
航
空
機
な
ど
人
命

に
関
わ
る
重
要
無
線
通
信
を
妨

害
し
て
、
私
た
ち
の
生
活
を
脅

か
し
ま
す
。

　電
波
の
利
用
に
は
原
則
、
免

許
が
必
要
で
す
。
ル
ー
ル
を
守

り
電
波
利
用
環
境
を
守
り
ま
し

ょ
う
。

　電
波
の
ル
ー
ル
と
電
波
障
害

な
ど
の
深
刻
な
ご
相
談
は
、
左

記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

　総
務
省

　四
国
総
合
通
信
局

　☎
０
８
９
・
９
３
６
・
５
０
５
５

平
成
25
年
４
月
１
日
よ
り

             

　

  

ス
タ
ー
ト
！

　黒
岩
観
光
バ
ス
で
は
、
六
十

五
歳
以
上
で
自
主
的
に
運
転
免

許
を
返
納
さ
れ
た
方
を
対
象
と

し
た
運
賃
割
引
制
度
を
、
平
成

二
十
五
年
四
月
一
日
よ
り
開
始

し
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
方
が

黒
岩
観
光
バ
ス
を
利
用
さ
れ
る

場
合
に
、
バ
ス
降
車
時
に
「
運

転
経
歴
証
明
書
」
を
運
転
士
に

提
示
す
る
と
、
バ
ス
運
賃
が
半

額
に
な
る
と
い
う
制
度
で
す
。

　本
制
度
は
、
ご
高
齢
の
方
々

に
よ
る
交
通
事
故
防
止
対
策

と
、
運
転
免
許
返
納
後
の
交
通

手
段
確
保
の
支
援
を
目
的
に
実

施
す
る
も
の
で
す
。

問
い
合
わ
せ

　黒
岩
観
光

　☎
０
８
８
９
・
２
２
・
９
２
２
５

　佐
川
警
察
署

　☎
０
８
８
９
・
２
２
・
０
１
１
０

お知らせ
コーナー

・・・INFORMATION・・・

　仁淀川町では使用しなくなった公用車を入札により公売します。購入を希望される方は総務課管

財係までご連絡ください。詳細については役場本庁・各総合支所・各出張所の掲示板に告示するほ

か、ご連絡をいただいた入札参加希望者には「公告（写）」と「入札参加資格申請用紙」を配布します。

児
童
手
当
の
現
況
届
の

提
出
を
お
願
い
し
ま
す

高
知
県

「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

　
　
　
　普
及
運
動

高
齢
者
運
転
免
許

返
納
者
割
引
運
賃
制
度

私
は
守
り
ま
す

　

 

電
波
の
ル
ー
ル

◆入札方法　条件付一般競争入札（※せり売りではありません）

◆入札参加資格者

　　仁淀川町内に住所を有する者、もしくは仁淀川町内に事務所または事業所を有する者

　　※詳細については、下記までお問い合わせください

◆入札参加申込期限　 ６月２８日（金）１７時まで     ◆公売予定日  ７月１２日（金）

■問い合わせ　仁淀川町役場総務課管財係　☎３５－０１１１

公用車公売のお知らせ
■ バス ２９人乗り　（三菱） 
登録年月／平成８年３月 走行距離／ 228,000km

車検満了日／平成２５年４月６日

最低売却価格　200,000円

◆採用予定日　平成２６年４月１日 
◆職種　助産師、看護師　
◆募集人員　１００人程度
（※専門看護師、認定看護師も併せて募集しています）

◆資格　免許所有者または

　　　　平成26年4月免許取得予定者

◆待遇　本学規則による（詳細は本学ＨＰをご覧ください）

◆勤務　１週３８時間４５分勤務（４週８休）

◆応募方法　履歴書等を下記へ郵送または持参

◆応募期間・試験日

　第１回　平成25年 5月20日(月)

　　　　　～平成25年6月10日(月)

　試験日　平成25年7月6日(土）　

　第２回　平成25年8月1日(木)

　　　　　～平成25年8月26日(月)   

　試験日　平成25年９月14日 (土)

　第３回　平成25年11月1日(金)

　　　　　～平成25年11月18日(月)　

　試験日　平成25年12月7日（土）

◆看護宿舎　全室ワンルームマンション形式の個室

　　　　　  （宿舎料無料、ただし共益費個人負担）

応募先・問い合わせ　

　高知大学医学部・病院事務部総合総務

　企画課人事係　☎０８８－８８０－２２２４

　〒７８３－８３０５　南国市岡豊町小蓮

高知大学医学部付属病院看護職員募集

出張サービス大好評
心も身体も ゆったり リラックス！

ほほえみの国タイに伝わる伝統マッサージ。

体を流れるエネルギーラインを指や肘、膝、足底で刺激し

自然治癒力アップ、ストレス緩和。癒し効果も抜群です。

ご自宅・会社への出張も大好評です。ゆの森温泉では、宿

泊の方、日帰り入浴の方にも大変喜んでいただいておりま

す。是非一度お気軽にお試しください。

　営業時間　　１０時～２０時

　全身コース　６０分 ４０００円～ 

　足裏コース　４０分 ３５００円～

※お待たせする事のないよう、
　お電話にてご予約をお願いします。

タイ古式マッサージ　ぽんじゃらす
仁淀川町川口３７－３（交差点すぐ）

お問い合わせ、ご予約

　☎080-3929-0039
　お電話をお待ちしてます。

□
お
わ
び
と
訂
正
□

　広
報
四
月
号
九
ペ
ー
ジ
「
町

立
小
・
中
学
校
の
教
職
員
が

下
記
の
と
お
り
異
動
し
ま
し

た
」
の
記
事
で
、【
退
職
】
の
森

崎
る
み
さ
ん
の
学
校
名
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。正
し
く
は

左
記
の
と
お
り
で
す
。お
わ
び

し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

  

仁
淀
中
学
校

　森
崎
る
み

  

県
立
高
知
南
中
学
校
へ
異
動

※
公
立
学
校
か
ら
県
立
学
校
へ

の
異
動
は
退
職
の
形
と
な
り

ま
す
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《15》 広報によど川 6月号 広報によど川 6月号 《14》

地域おこし協力隊がゆく ～今月は石川伊佐男隊員！～

お試し移住プログラムで地域交流を仕掛ける！
　こんにちは、地域おこし協力隊の石川です。３年目を

迎え、私の任期もあと半年となりました。任期満了後は

町内に定住し、協力隊の業務内容を継続していきたい。

具体的には、移住促進や町の魅力発信のための交流イベ

ントなどに関わる仕事です。まだ、町内のことは知らな

いことばかりですが、町の魅力を発信できるように頑張

っていきます。

　今、準備しているのは、移住希望者や田舎暮らしに憧れる人などを対象にした交流イベントです。

７月末に実施できるように高知県移住コンシェルジュ※の皆さんと協働で準備しています。このイ

ベントでは町内の自然や施設などを知ってもらうだけでなく、参加者自身がさまざまな体験を通じ、

地元の方との交流をすることで楽しいひとときを提供する。す

ぐに移住できないとしても、仁淀川町のファンになってもらい、

何度も足を運んでいただける関係づくりをしていきたいと考え

ています。

　また、ほかにお試し移住プログラムを企画しています。この

プログラムでも、町内の皆さんとの交流ができる仕掛けをして

いきます。何をするにも、私一人ではできないことばかりです。

これからも皆さんのご指導ご協力が必要です。

　よろしくお願いいたします。
※移住コンシェルジュ・・・移住をお世話する相談員のこと

活動報告はブログで発信しています。→  URL : http://www.iju-join.jp/chiikiokoshi/blog/4037/

もしくは、地域おこし協力隊ブログで検索→タイトル：深山幽谷ヒゲな日々　名前：ひげさん

い さ お

みんなが主役！　スタイルプロジェクトＢＢ
　三
月
十
六
日
、
環
境
省

中
国
四
国
地
方
環
境
事
務

所
の
主
催
で
、
環
境
政
策

提
言
四
国
大
会
が
、
高
知

市
の
こ
う
ち
男
女
共
同
参

画
セ
ン
タ
ー
「
ソ
ー
レ
」

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
地
方
か
ら
政
策
提
言

を
募
る
と
い
う
の
は
、
環

境
省
に
と
っ
て
は
、
全
国

初
の
試
み
と
な
る
そ
う
で

す
。

 

「
B
ス
タ
イ
ル
」
研
究

グ
ル
ー
プ
か
ら
は
、
仁
淀

川
町
を
中
心
と
し
た
、
地

域
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
す
る
こ
れ
ま
で
の
調

査
・
研
究
成
果
を
集
約

し
、
「
森
の
資
源
で
地
域

を
循
環
型
社
会
に
―
地

域
資
源
で
人
や
経
済
を

動
か
す
―
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
で
、
木
質
資
源

と
水
資
源
を
組
み
合
わ

せ
た
、
地
域
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
地
産
地
消
に
つ
い

て
提
言
を
行
い
ま
し

た
。　全

三
十
三
の

応
募
提
言
の
中

か
ら
、
「
B
ス

タ
イ
ル
」
に
よ

る
提
言
は
、
優

秀
政
策
提
言
と

し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。
選
考

委
員
長
か
ら

は
、
薪
と
小
水

力
発
電
に
よ
っ

て
、
地
域
お
こ

し
を
し
よ
う
と

す
る
手
法
は
、

「
全
国
に
展
開

で
き
る
提
言
」

と
、
講
評
い
た

だ
き
ま
し
た
。

問い合わせ 「Ｂスタイル」プロジェクト　大崎事務所（中山）☎３５－０５６７

　　　info@2410style.jp　または　☎０９０－８６９６－７７０７（井上）

大雨に備えて 高吾北消防署
　６月から１０月頃までは、集中豪雨や台風が襲ってきます。梅雨入り前から必要な準備を始めまし

ょう。大雨や台風による災害は地震と違い、ある程度の予想が可能です。日頃からテレビ、ラジオの

天気予報（気象情報）、防災関係機関（役場・消防署・警察署等）からの情報に注意しましょう。

　近年は、短時間に非常に激しい雨が局地的に降る豪雨も頻発しています。

川の急激な増水、浸水した道路で側溝の境界が見えにくいために転落したり

する事故も発生していますので注意が必要です。

　大雨や台風のときには、海岸や増水した川、急傾斜地など、

危険な場所には近づかないようにしましょう。がけ崩れや土石

流、地すべりなどの土砂災害にも早めの注意が必要です。

　避難が必要になったときに備えて、非常持ち出し品の点検や

避難場所の確認(※)なども行っておきましょう。

※避難場所については町役場にお問い合わせください

　問い合わせ　仁淀川町役場総務課　☎３５－０１１１

危険箇所をチェック！ 危ないところには近づかない

問い合わせ・病院紹介

　高吾北消防署　☎２６－２１１１　　仁淀川分署　☎３５－００１７

自作の石窯でピザ焼き体験の講師をする

表彰される「Ｂスタイル」研究グループ

移
住
を
考
え
る
方
と
ゼ
ン
マ
イ
の

選
別
作
業
の
様
子

○
環
境
省
主
催「
環
境
政
策
提
言
四
国
大
会
」で

　
　
　
　
　
　

   
優
秀
政
策
提
言
賞
を
受
賞
！

ナレーション付きの発表スライドは、下記で公開されています。

URL ： http://www.youtube.com/embed/O_7V8SCaAqQ?rel=0

　新年度になり、管内の小・中学校や保育園・幼稚園では交通

安全教室・自転車指導が行われています。

　教室では、交通安全啓発の映像を見たり、警察官指導のも

と、正しい交通ルールを真剣に学習していました。

　教室で学んだことを忘れず、交通事故に遭わないよう気をつ

けましょう。  

　６月４日（火）、越知町で佐川支部定期総会、支部

長・署長連名優良運転者表彰式を開催します。

　佐川町１６人、越知町１２人、仁淀川町１０人の３８

人が受賞されます。おめでとうございます。

　県表彰以上の表彰式は、11月13日（水）高知市文化

プラザかるぽーとにて開催されます。

佐川警察署・交通安全協会佐川支部　☎２２－０１１０
※交通安全協会は、皆さまの会費で運営されています。ご協力よろしくお願いします。

交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ交通安全協会からのお知らせ

交通安全教室交通安全教室交通安全教室

定期総会・優良運転者表彰式
●受賞者の方々（敬称略順不同）
 岡林イク子（大崎）　大石　周藏（本村）

 長門　禮子（大崎）　西田須賀子（田村）

 吉村　清佳（大崎）　片岡　國彦（寺村）

 片岡　直子（梶屋敷）齋藤和歌子（竹谷）

 小野　一子（竹谷）　

 【原付】小笠原濱子（狩山日浦）



文

　
芸

投
稿
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

広報によど川 6月号 《16》《17》 広報によど川 6月号

藪
柑
子
句
会

 

　
　
　
　
　
　
　荒
木

　青
踏

カ
ラ
オ
ケ
の
流
る
る
堤
花
は
葉
に

　
　
　
　
　
　
　
　高
橋

　幸
恵

茎
立
ち
や
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を待

つ
二
人

　
　
　
　
　
　尾
崎
マ
チ
エ

土
佐
の
峡
守
り
て
幾
年
糸
桜

小
崎

　千
恵

鐘
楼
は
立
ち
入
り
禁
止
花
の
雨

高
橋

　房
子

山
峡
の
括
弧
の
空
や
春
の
鳶

　
　
　
　
　
　
　
　隅
田

　邦
子

Ｎ
Ｈ
Ｋ
春
の
風
土
記
を
尋
ね
来
る

　
　
　
　
　
　
　
　上
岡

　利
寿

花
吹
雪
い
く
た
び
も
遭
う
墓
参
坂

　
　
　
　
　片
岡
代
美
子

廃
校
と
き
ま
り
し
母
校
桜
散
る

　
　
　
　
　
　
　
　井
上

　美
智

葉
の
花
や
会
釈
し
て
ゆ
くバイ

ク
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　掛
水

　妙
子

花
吹
雪
今
日
を
か
ぎ
り
の
校
庭
に

　
　
　
　
　
　
　
　藤
原
多
津
子

過
疎
の
地
の
銘
木
桜
人
の
群

結
城

　華
子

閉
校
の
吾
川
中
学
桜
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　岡
林

　鶴
子

花
の
旅
豆
腐
づ
く
し
の
京
の
宿

片
岡
と
く
ぞ
う

独
り
き
り
の
花
の
宴
や
ダ
ム
湖
畔

鎌
倉
い
ち
い
ち

生
れ
郷
花
に
見
惚
る
る
墓
参
か
な

仁
淀
俳
壇

                

植
田

　秋
恵

麦
笛
を
自
慢
し
合
う
て
下
校
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　古
味

　幸
子

歩
道
橋
渡
ろ
か
思
案
風
薫
る

　
　
　
　
　
　
　
　田
村

　大
陸

川
覗
く
事
常
と
な
り
夏
隣
り

　
　吉
田
豊
之
祐

椋
老
樹
今
年
も
芽
吹
き
一
安
堵

　
　
　
　
　
　
　
　松
岡

　豊
子

選
び
買
う
か
ぼ
ち
ゃ
茄
子
苗うり

の
苗

　
　
　
　
　
　
　
　川
上

　純
子

脱
ぎ
か
ね
る
上
衣
一
枚
夏
立
ち
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　西
森

　今
子

風
立
ち
て
若
葉
萌
え
た
つ日

和
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　市
川

　千
秋

釜
煎
り
の
筵
に
乾
く
新
茶
の
香

堀
部

　貞
子

柏
餅
供
え
て
母
を
な
つ
か
し
む

田
村

　千
草

茶
摘
ど
き
活
気
戻
り
し
峡
の
店

古
味

　孝
子

消
毒
の
効
果
レ
モ
ン
の
新
芽
出
し

投
稿

俳
句

　

     

　
　
　井
上

　一
明

山
い
く
重
今
日
の
色
し
て

               

夏
来
た
る

　

             

鎌
倉

　信
夫

杉
大
木
巻
々
上
に
藤
の
花井

上
カ
メ
コ

花
ひ
と
つ
生
け
て
我
が
師
を懐

か
し
む

森
本

　瑞
季

梅
雨
す
ぎ
て
虫
の
鳴
き
声

              

夜
に
ひ
び
く

掛
水

　春
子

古
里
が
か
す
み
の
中
で
泣
い
て
い
た

仁淀川町行事カレンダー（6月・7月）……… ………

つ
つ
み

く
く 

だ

い
く
と
せ

も

し
ょ
う
ろ
う

か
っ
こ

ふ

　ど

　き

あ

　今年も出水シーズンを迎え、えん堤から放流する

機会が多くなります。

　えん堤から放流するときは、あらかじめサイレン

を鳴らしてお知らせしますので、川を利用される方

は、増水に十分ご注意ください。

※四国電力筏津ダムは発電専用であり、ダムへ流れ

込んできた水を発電に使用しますが、雨などで最

大発電を超える水が流れ込んできた場合は、ダム

から放流することとなります

広 告

加枝えん堤・土居川えん堤の放流にご注意を　 四国電力からのお願い

問い合わせ　四国電力株式会社筏津ダム管理所

　　　　　　☎２６ー１１７３
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カ
ン
コ
ウ
ビ
ラ
キ

広報によど川 6月号 《18》《19》 広報によど川 6月号

　たて・よこのカギをヒントにマス目を埋めてくだ

さい。　に入る文字をアルファベット順に並べかえ

ると答えが出てきます。何でしょう？

応募方法　はがきまたは封書で応募してください。

　　　　　〒７８１－１５９２ 仁淀川町役場「広報パズル係」

賞　　品　「司牡丹 仁淀ブルー」を正解者の中から

抽選で 6名様に。

 （当選者の発表は次号広報）

町の人口・世帯数
平成25年5月1日現在

  人　口6,381人　（－22）

  　男　2,987人　　　　　 

  　女　3,394人　　　　　 

  世帯数3,287世帯（－13）

4月中の届出

転入17人　  転出29人

出生  3人　  死亡13人

（　）内は前月比

広報によど川

本紙は再生紙を使用しています。

平成25年6月1日発行（No.95）

編集　仁淀川町広報編集委員会

発行　仁淀川町

〒781-1592

高知県吾川郡仁淀川町大崎124

☎0889-35-0111

http://www.town.niyodogawa.lg.jp/

印刷　株式会社高知新聞総合印刷

　長者小５年生の児童が代掻

きされた田んぼに入り、歓声

をあげながら田植えを行いま

した。

（長者　５月２７日撮影）

第95回 クロスワード パズルクロスワード パズルクロスワード パズル ●締め切り
　6/20（木）必着表

紙
の
写
真

☆
た
て
の
カ
ギ

1

　交
響
曲
や
交
響
詩
の
楽
曲

2

　ほ
ど
よ
い
水
分
を
帯
び
る
。
水
分
が

行
き
渡
る
。

3

　射
程
距
離
に
あ
り
な
が
ら
地
形
な
ど

の
関
係
で
射
撃
で
き
な
い
区
域

4

　ね
ど
こ
か
ら
起
き
出
る
時
間

5

　前
も
っ
て
約
束
す
る
こ
と

6

　多
く
の
紙
片
に
符
号
・
番
号
な
ど
を

し
る
し
、
自
由
に
抜
き
と
ら
せ
て
吉

凶
・
勝
敗
・
順
序
な
ど
を
決
め
る
も
の

10 

考
え
ら
れ
る
最
高
最
善
の
も
の
。
そ

う
あ
り
た
い
と
願
う
目
標

13 

通
信
を
か
わ
す
こ
と
。
通
信
を
し
あ

う
こ
と

14

　利
益
を
失
う
。
そ
こ
な
う

15

　ゆ
い
し
ょ
。
い
わ
れ 

17

　す
え
。
お
わ
り

☆
よ
こ
の
カ
ギ

1 
 

歩
速
を
そ
ろ
え
て
行
進
を
す
る
た
め

に
演
奏
さ
れ
る
楽
曲
。
行
進
を
描
写

し
た
楽
曲

7

　ア
ユ
の
は
ら
わ
た
。お
よ
び
そ
の
塩
辛

8

　お
礼
の
言
葉
。
謝
罪
の
言
葉

9

　物
事
を
記
憶
す
る
能
力
。
過
去
に
体

験
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
能
力

11

　酒
を
飲
ん
で
心
身
の
状
態
が
ふ
つ
う

で
な
く
な
る

12 

そ
ば
に
い
る
。
つ
け
加
わ
る
。
夫
婦

に
な
る

14

　思
う
よ
う
に
あ
や
つ
る
こ
と

16

　た
え
し
の
ぶ
こ
と

18

　か
ら
し
な
の
種
の
粉
。
黄
色
で
辛
い

19

　皮
・
木
・
ゴ
ム
な
ど
で
作
り
、
足
を

そ
の
中
に
入
れ
て
は
く
も
の

20

　山
の
か
げ
。
山
の
北
側

（
出
題
・
藤
原
賢
一
さ
ん
）

ごめい福をお祈りいたします

・
応
募
者
数

　十
九
人

・
正
解
者
数

　十
九
人

・
当

選

者

　吉
永
悠
太
郎
（
高
瀬
本
村
）

今月の賞品今月の賞品
クロスワードパズル 仁

淀
川
水
系
伏
流
水
仕
込
　
純
米
酒

「
司
牡
丹 

仁
淀
ブ
ル
ー
」を
６
名
様
に
！

人
は
、水
を
見
る
だ
け
で
幸
せ
に
な
れ
る

　今
月
の
賞
品
は
、
日
本
一
水
の
き
れ
い
な
川
・

仁
淀
川
水
系
の
伏
流
水
を
使
用
し
て
、
仕
込
ま
れ

た
純
米
酒
で
す
。

　艶
や
か
で
ナ
チ
ュ
ラ
ル
な
香
り
と
、
爽
や
か
な

柑
橘
類
を
彷
彿
と
さ
せ
る
ほ
の
か
な
酸
を
し
の
ば

せ
た
淡
麗
辛
口
の
味
わ
い
は
、
抜
群
の
爽
や
か
さ

を
感
じ
さ
せ
る
一
品
で
す
。

「司牡丹 仁淀ブルー」のラベルと

化粧箱には、写真家高橋宣之氏の清

流仁淀川の写真が使われています。

お問い合わせ

　■司牡丹酒造株式会社　☎０８８９－２２－１２１１

　　〒７８９－１２０１　高知県高岡郡佐川町甲１２９９

しろ が
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はじめまして ・  　 ・   　・

ふじはら

平成25年3月9日生
保護者/太一・千春

藤原　さくらちゃん（奈呂）

高
知
県
消
防
大
会

　本
町
関
係
者
に
表
彰

地
域
の
宝

　仁
淀
川
町
の
神
楽・伝
統
文
化

新
茶
の
香
り
漂
う
製
茶
工
場
で
体
験
学
習

高
知
県
消
防
大
会

　本
町
関
係
者
に
表
彰

地
域
の
宝

　仁
淀
川
町
の
神
楽・伝
統
文
化

新
茶
の
香
り
漂
う
製
茶
工
場
で
体
験
学
習

カ
ツ
オ
人
間
が
仁
淀
川
町
へ
やって
来
た
！

カ
ツ
オ
人
間
が
仁
淀
川
町
へ
やって
来
た
！

「笑顔が似合うステキな子になってね！」「笑顔が似合うステキな子になってね！」


